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1.　はじめに
このテンプレートは，解説系フリーフォーマット原稿の見本です．このままお使い頂けるように作成されています．ただし，題目の行数，副題の有無，著者の人数等は，適宜修正してください．

2.　解説原稿の基本書式
　原稿全体を通しての基本書式を表1に示す．

3.　数式
原則，MSWord の数式機能を使用して作成する． 

4.　章見出し
章の見出しは，「半角数字＋半角ピリオド＋全角スペース＋見出し文」である．
4.1　節見出し
節の見出しは，「半角数字＋全角ピリオド＋半角数字＋全角スペース＋見出し文」である．
 (1) 節以下の小見出し
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□1) ~ 6)．□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□注1)．

表1　基本書式
	用紙サイズ
	A4白紙 

	構成
	表題・著者，本文，図表，参考文献，脚注

	句読点
	‘，’（カンマ）と‘．’（ピリオド）を使用

	図表解像度
	ファイルに挿入する図表の解像度は300～600 dpiとする．




(b) 潤滑剤の影響
(a) 工具直径の影響

図1 加工荷重に及ぼす加工因子の影響
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注1)　塑性工業（株）: http://www. ･･･ . ･･･
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